








研究目的 

 高アンモニア血症は先天性尿素サイクル異常症の他に、二次性の尿素サイクル障害でも

生じ、その頻度は低血糖・高乳酸血症に次いで多いことからマススクリーニングが望まれ

ている。その方法としては①乾燥血液濾紙を用いた特定酵素のスクリーニング.②特定アミ

ノ酸をスクリーニングする方法.③アンモニアを測定する方法などがある。 

 また一方、スクリーニングの対象疾患となり得る条件の一つとして治療法の確立してい

ることがあげられており、当然スクリーニング方法の開発検討と平行してより良い治癒法

の検討が必要になる。 


